
 
 

【研究発表】 

 

夫」の３つの視点で，研究してこられた成

果を，研修係の下別府教諭が発表されまし

た。学び合いの形態の工夫や三角ロジック

の活用により，課題であった協働的に学び

ロイロノートで作成した振り返りカードの

活用を継続されてきま 

した。ＩＣＴの活用を 

図ることで，お互いの 

考えの共有・比較がし 

やすくなりました。 

【公開授業：第２学年】 

単元名「三角形と四角形」 

 本時は，「三角形と四角形を弁別する」と

ア等で積極的に対話が 

行われました。まとめ 

に入るときの教師の声 

掛けに対して，「もう， 

供の声がありました。 

 【公開授業：第３･４学年】 

単元名 ３年「小数」，４年「小数」 

  本時は，３年生が「小数の加法を，筆算

を使って計算する」，４年生が「小数第二

位までの加法の筆算の仕方を知る」という

内容で，同時導入で授業を展開しました。

ＩＣＴ支援員と協力して作った教材をは

じめ，その他の準備や 

個への対応が丁寧に行 

われていたため，子供 

たちが生き生きと学習 

【研究協議】 

 ２つの分科会に分かれ，「学び合いを充実

させるための手立て」及び「効果的なＩＣＴ

の活用のための手立て」を協議の柱にして

研究協議が行われました。参加者からは「２

 

トを使えてすごい。」 

共有させてほしい。」 

等の声がありました。 

 

令和４年 10月 13日（木）に，大崎町立持留小学校にて，大隅地 

区研究協力校「算数科(ＩＣＴ）」の研究公開が行われました。持留 

小学校は，研究主題を「互いに学び合う力を育てる学習指導の工夫 

と設定し，２年間研究に取り組みました。各教室には，これまでの 

新型コロナウイルス感染症対策も徹底しており，充実した日程で素 

晴らしい研究公開を行うことができました。 

 

【閉会のあいさつ】幸福ひとみ校長先生 

 

 

  


